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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

・谷地中　秀雄様～現在、八戸市にて妻と二人暮らし。元々高血圧症にて国立病院機構　

八戸病院への通院を継続していた。H25年頃より、風邪をひくとすぐに肺炎症状をきたし、1年で数回程入院をすることがあった。H27年4月に前立腺肥大で佐々木泌尿器科へ1ヶ月程入院。入院中に、いつから入院をしたか覚えていないことや、時間を見て排尿し尿を溜めなければいけなかったが、時間を見て確認せずに過ごし検査ができなかったことがあった。自宅に退院してから、物忘れがひどくなったと妻が感じるようになった。妻との会話では、昔の事は覚えているが、八戸病院を受診した日の午後には、主治医や看護師に言われたことを全く覚えていないことがあった。上記状態から、同院より認知症の鑑別診断を勧められ、外来Nsより当院へ相談。妻からも、認知症の検査をしてほしいと希望があり、当センターへ相談に至る。H27.5.25(月)診察予定(窪田Dr)。
・木村　ミサ様～元々は独居で生活をしていたが、H26年秋頃に、自宅で倒れていているところを家族が発見し、八戸赤十字病院に救急搬送され入院。入院中より、物忘れがみとめられており、単身生活は難しいと家族が判断し施設入所を検討し、H26.10.3ケアハウスゆうゆう庵に入所。入所時より帰宅願望が強く、都度職員が説明して対応していた。H26年12月頃より被害妄想が出現し、自室においていたお菓子が無くなる、洗剤が薄められた等と訴え、「こんなところにはいられない」と帰宅願望は更に強まっていた。H27.3.10～H27.3.16熱発があり、おいらせ病院へ入院。入院後、検査を行う予定であったが、本人が検査を拒否した為、原因不明のまま退院。退院後はケアハウスゆうゆう庵に再入所となったが、被害妄想、帰宅願望は持続しており、H27年4月頃には、朝・昼・夜と30分程度は職員に対して帰宅願望を訴えていた。気持ちを落ち着かせるために、H27.4.22より一時帰宅で自宅に戻っていたが、「息子に迷惑がかかる」と話し、数日間でケアハウスに戻ってきていた。かかりつけ医のおいらせ病院からの処方薬で、本人が薬の説明を見た際に「抗うつ薬」が処方されていることに気づき、それ以後「ちゃんと病院に行ってみてもらいたい」と訴えていた。ケアマネージャーより当センターを紹介され、受診相談に至る。H27.5.27(水)診察予定(田名部Dr)。

・石橋　弘教様～高校卒業後はパチンコ店へ勤務。5年程前に八戸市へ転勤、その後秋田県へ転勤、Ｈ126.8月に再度八戸市へ転勤。仕事が遅番・早番勤務があり不規則であった事から、5年程前の八戸市へ転勤の頃より入眠するものの1～2時間程で覚醒し、以後眠れず、日中勤務中に眠気が出現する状態が持続。職場でのミス等は無く、特にストレス等も感じておらず、睡眠以外の食事等は問題ない。これまでに精神科への受診歴は無く、本人は“我満していた”と苦笑いしながら話ししている。今回睡眠の改善目的にて受診希望あり、当院へ相談に至る。5月27日（水）診察予定（川端Ｄｒ）。
・原子内　愛子様～現在、八戸市にて夫、長男と同居している。H15年に脳出血で青森労災病院へ入院。点滴療法を行い、以後は自宅療養となった。軽度の左片麻痺が残存したが、日常生活には支障がない程度であった。H17年頃より物忘れが見られるようになり、買い物に外出すると自宅にある物と同じものを購入してくることがあった。元々短気な性格であるが、何か上手くできないことがあると突然怒り出す様子が見られ、以前より怒りやすくなったと長男は感じていた。かかりつけ医の八戸生協診療所より、抗認知症治療薬が処方となり、服用を継続していた。H26年11月、ふらつきがあり、八戸市立市民病院を受診したところ、脳出血と診断され、1週間程入院。点滴療法と薬物療法を継続しておこなっていた。H26年12月頃にはトイレに自分で行くことができたが、現在は排泄の失敗も増えてきた。介護保険を申請して、小規模多機能ホームりんごっこ寿楽荘を利用していたが、自宅では夜間睡眠がとれていたが、とまりのサービスを利用時には、夜12時頃まで落ち着きがなくウロウロしている様子が見られていた。ADLは自立。りんごっこ寿楽荘より、認知症が進行しているのではないか？と話があり、今後の認知症の専門治療を希望され、当センタ―を紹介され、夫の受診と共に相談。5月28日（木）診察予定（深澤Ｄr）。

・佐々木　サワ様～3年前に夫が他界。以後飲酒量が増えている。昨年「膝関節炎」にて行動が思うようにならなくなり、畑仕事を行うことができなくなったことがきっかけなのか、飲酒量が増加。焼酎3合を毎日飲酒していた。Ｈ27年5/19早朝4：40長女様宅へ本人様より入電あり。「動けなくなった」と話しているため自宅へ向かうと酒臭あり、たてなくなっているため救急要請し八戸市民病院受診。点滴実施し医師からは「アルコール中毒の症状が進んでいて危ないところでした」と説明されていた。5/20症状改善したことから退院となるが、医師より「アルコールを飲ませないように」と言われていた。またアルコールが抜けてからは「ここはどこだ？」と何回も繰り返すようになったという。家族としては仕事もしているため、不在中の隠れ飲酒、認知症を疑い受診を希望。当院ではアルコールの治療、認知症の鑑別を希望。5月29日（金）診察予定（伊藤Ｄｒ）。

・阿部　日向子様～小学中学年頃から、手洗いをしないと落ち着かなくなり、手洗いが頻回になり、時間があれば手洗いをするようになり、電車の手すり等は触れないという。また、家の鍵をかけたかが気になり、何度も確認し、外出までに時間がかかるようになる。地元の小、中、高校卒業後、自分としては大学の医学部に進学したかったが、経済的に大変である事（親には相談しなかったが、家庭の経済状況を考え、浪人は出来ない、私立は無理等）を考え、医学部は諦め、他の大学の推薦入学をする事を自ら決め、兵庫県にある関西学院大学（かんせいがくいんだいがく）、社会学部に進学。入学はしたものの、自分としては納得できていない所があった。大学2年生冬頃から夜間睡眠不安定、ストレスが溜まると過食、倦怠感、意欲低下、無気力が出現。元々勉強はする方であったが、勉強に身が入らず、やろうとしても出来ない状態となる。原因として思いつくのは、実家から離れた事、希望通りの大学に進学出来なかった事と話す。大学生時、下宿所にて共同生活していたが、夜間寝ようとするとザワザワしている音が聞こえ、頭がぐちゃぐちゃして、ざわつく感じが毎日あったとの事。本人曰くテレビの砂嵐のようなものが毎日聴こえていたと。数回だけではあるが、人や虫が見える事もあった。大学卒業後は消失し、現在は聴こえる事も見える事も無くなったとの事。また、大学生になってから外出していると、周りの人の話声が気になり、なるべく人と関わらないようにするようにしていた。現在も、仕事の日のみ外出し、休日には外出しないようにしており、外出時には周りの話声、目線が気になり、自分の事を何か言われている（何を言われているかはわからないから悪口等ではない）、見られていると感じるという。大学4年生になり、就職の事、ゼミの事等で悩み大学内にカウンセリングがあったので、週に1回、1年間通っていたが、通院はされず。就職は、自分としては少し休んでから就職したいという所もあったが、親にはすぐに働いてほしいと言われ、就職試験受けてみたら、すんなり合格してしまった為、今年の4月から八戸へ転居し、三八地域県民局に就職。現在の所仕事上のミスもなく、特にストレスもないとの事。今回、大学時代から症状が継続している事もあり、症状改善目的にて当院へ受診相談される。５月30日（土）診察予定（田名部Ｄｒ）。
